
リ
ー
ド

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の
毒
性

は
セ
シ
ウ
ム
の
数
百
倍
？

院
内
交
渉
に
先
立
っ

て
、
岩
手
の
会
か
ら
の
経

過
説
明
の
後
、
参
加
者
に

よ
る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０
の
危
険
性
に
つ
い
て
の

ミ
ニ
学
習
会
が
開
か
れ

田
中
一
郎
氏
か
ら
解
説

を
受
け
ま
し
た
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
の

化
学
的
性
質
は

①
カ

ル
シ
ウ
ム
と
似
て
い
る

②
水
に
溶
け
や
す
い
も

の
が
多
い

③
骨
に
取

り
込
ま
れ
長
く
残
留
す

る
、
の
三
点
で
す
。
そ
の

た
め
「
水
」
＝
「
飲
料
水
」

を
汚
染
し
て
体
内
に
取

り
込
ま
れ
れ
ば
、
骨
に
た

ま
り
濃
縮
し
て
、
癌
そ
の

他
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
障

害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
セ
シ
ウ
ム

が
ガ
ン
マ
線
を
出
す
の

に
比
べ
、
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
は
よ
り
強
力
な
ベ

ー
タ
線
を
出
し
続
け
セ

シ
ウ
ム
よ
り
数
百
倍
危

険
と
い
う
学
者
も
い
ま

す
。

国
民
の
健
康
に
責
任
、

 
 

ど
こ
の
担
当
？

要
請
Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
環

境
省
、
水
産
庁
か
ら
回
答
。

水
産
物
の
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
測
定
は
五
四
件
あ

る
が
研
究
目
的
で
あ
り
、

時
間
と
金
が
か
か
る
。
ま

た
福
島
漁
協
の
試
験
操

業
に
先
立
っ
て
ス
ト
ロ

《天恵の海》
２０１４（平成２６）年
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内閣総理大臣安倍晋三様
  提出団体 花とハーブの里など６団体

賛同団体 ベクレルフリー北海道など９０団体

要請事項(抄)

Ⅰ水産物のストロンチウム９０の測定と公開

福島茨城宮城海域の水産物ストロンチウム 90

の濃度を調べているか、全データの公開を。い

わき市沖のシラウオやコウナゴからストロンチ

ウム９０が検出されている。

Ⅱ 水産物（食品）中のストロンチウム９０の

食品限度値の設定について

水産関係行政機関から「放射性セシウム濃度

によりストロンチウム９０濃度も対比出来る。」

と回答があった。その事実を証明する科学的根

拠を提出せよ。体内半減期１８年、骨へ濃縮す

るストロンチウム９０について国会・内閣の責

任で厳しい食品摂取濃度限度を設定するべきで

ある。

Ⅲ 試験操業について

厳密なストロンチウム９０に係る海洋調査を

実施し、パブコメを行い国民の納得を得るまで

試験操業や魚の流通を中止するべき。そのため

の休漁漁業者や加工業者への補償や生活支援を

十分に行うこと。

その他
２０１２年環境基本法改正により放射性物

質も同法により規制されることになったのに

「放射性物質の環境基準」が定められていない。

政府の不作為ではないか。

（全文は 当会ホームページにあります）

二
月
二
八
日
参
議
院
議
員
会
館
に
て
院
内
集
会
が
開
か
れ
、「
三
陸
の
海

岩
手
の
会
」
な
ど
提
出
六
市
民
団
体
、
賛
同
九
六
団
体
に
よ
る
「
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
９
０
に
係
る
福
島
周
辺
海
域
の
調
査
と
水
産
食
品
の
摂
取
制
限

濃
度
制
定
を
求
め
る
」
要
請
書
が
国
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
か
ら
は

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会
、
経
産
省
資
源
エ
ネ
庁
、
厚
労
省
、
水
産
庁
、

環
境
省
、
原
子
力
規
制
庁
か
ら
七
名
が
出
席
、
市
民
の
参
加
者
は
四
〇
名

ほ
ど
で
、
昨
年
来
の
福
島
第
一
原
発
か
ら
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
汚
染
水
の

大
量
環
境
漏
出
を
受
け
て
市
民
か
ら
の
質
問
は
熱
気
を
帯
び
ま
し
た
。

市
民
の
危
機
感
に
比
べ
政
府
側
答
弁
は
国
民
を
守
る
姿
勢
に
乏
し
く
、

今
後
も
市
民
か
ら
の
要
請
、
追
及
の
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

院
内
交
渉
は
川
田
龍
平
参

議
院
議
員
、
岩
手
の
会
永
田

世
話
人
の
挨
拶
の
後
「
花
と

ハ
ー
ブ
の
里
」
菊
川
慶
子
さ

ん
が
一
〇
四
団
体
を
代
表

し
て
要
請
書
を
国
に
提
出
。

担
当
官
が
回
答
し
ま
し
た
。

要請行動院内集



ン
チ
ウ
ム
測
定
は
し
て

い
な
い
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
国
民
の
健
康
に

寄
与
し
な
い
測
定
を
す

る
と
は
お
か
し
な
こ
と

で
す
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
は
調

べ
な
く
て
も
わ
か
る
？

要
請
Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
厚

労
省
、
内
閣
府
担
当
官
が

回
答
。
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

に
つ
い
て
は
セ
シ
ウ
ム

濃
度
比
で
考
え
て
い
る

の
で
、
測
定
は
し
な
い
と

答
え
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、

高
濃
度
の
ス
ト
ロ
ン
チ

ウ
ム
が
漏
出
し
て
い
る

の
が
わ
か
っ
た
現
在
、
汚

染
実
態
を
調
べ
る
べ
き

で
は
、
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

福

島

漁

協

に

責

任

転

嫁
？

要
請
Ⅲ
に
つ
い
て
は
水

産
庁
が
回
答
し
た
が
、
操

業
は
漁
協
が
判
断
す
る

の
で
あ
っ
て
国
で
は
な

い
。
ま
た
補
償
に
つ
い
て

は
仮
定
の
話
で
答
え
ら

れ
な
い
と
の
こ
と
。
厳
密

な
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０
に
係
る
海
洋
調
査
も

実
施
せ
ず
、
す
べ
て
漁
協

任
せ
と
は
無
責
任
に
も

ほ
ど
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

国
が
責
任
を
持
っ
て

国
民
の
健
康
を
守
れ

省
庁
の
回
答
後
は
熱

心
な
質
疑
応
答
と
な
り
、

予
定
時
間
を
三
〇
分
も

越
え
た
。
国
は
責
任
を
持

っ
て
国
民
の
健
康
を
守

っ
て
ほ
し
い
。

残
念
な

が
ら
今
回
そ
れ
は
全
く

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
で

も
諦
め
ず
粘
り
強
く
訴

え
て
い
き
た
い
。
現
在
文

書
に
よ
る
回
答
を
得
る

べ
く
、
質
問
主
意
書
を
川

田
龍
平
議
員
と
検
討
中

で
あ
る
。

（
淳
）

分
科
会
で
は
、
岩
手
の
担

当
者
か
ら
、
放
射
能
問
題
市

民
交
流
会
を
通
し
て
子
供

た
ち
の
健
康
を
守
る
運
動

を
進
め
た
報
告
が
あ
り
、
当

会
の
永
田
文
夫
さ
ん
は
原

発
以
上
に
危
険
な
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
に
つ
い
て
、
特

に
も
液
体
状
で
貯
蔵
さ
れ

て
い
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
の
一
刻
も
早
い
安
全

化
を
図
る
運
動
を
行
う
必

要
を
述
べ
ま
し
た
。

東
海
再
処
理
工
場
の

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
危
険

同
じ
く
危
険
な
状
態
に

あ
る
茨
城
県
東
海
再
処
理

工
場
に
つ
い
て
、
東
海
第
二

原
発
差
し
止
め
訴
訟
を
闘

う
大
石
光
伸
さ
ん
が
報
告

し
六
ヶ
所
＝
東
海
を
つ
な

ぐ
東
北
・
関
東
の
運
動
の
重

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
特
に

も
昨
年
八
月
に
原
子
力
規

制
委
員
会
が
、
東
海
再
処
理

工
場
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
に
つ
い
て
事
業
者
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
ハ

ザ
ー
ド
対
策
を
指
示
し
た

の
は
、
一
昨
年
に
岩
手
と
茨

城
の
市
民
が
、
貯
蔵
さ
れ
て

い
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
の
絶
対
安
全
対
策
の
要

請
行
動
を
行
っ
た
こ
と
が

大
き
な
契
機
に
な
っ
て
い

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

固
形
残
渣
と
液
体
の
分
離

固
化
は
出
来
な
い
か
？

会
場
か
ら
、
ど
う
す
れ
ば

液
体
状
で
も
の
す
ご
く
危

険
な
状
態
に
あ
る
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
の
安
全
策

が
あ
る
の
か
と
い
う
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
永
田
文
夫

さ
ん
は
、
「
ガ
ラ
ス
固
化
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
レ

ベ
ル
廃
液
に
は
、
高
レ
ベ
ル

濃
縮
廃
液
と
ア
ル
カ
リ
濃

縮
廃
液
、
不
溶
解
残
渣
の
三

種
類
が
あ
る
。
不
溶
解
残
渣

を
溶
融
炉
に
投
入
す
る
と

炉
内
状
況
が
悪
化
し
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
き
た
。
不

溶
解
残
渣
部
分
は
別
途
処

理
す
れ
ば
よ
い
」
と
答
え
、

「
何
れ
に
し
ろ
、
再
処
理
か

ら
の
撤
退
を
決
定
し
、
安
全

策
を
急
ぐ
べ
き
だ
」
と
述
べ

ま
し
た
。

水
め
が
ね

都
知
事
選
挙
に
思
う

孫
の
住
む
東
京
の
公
園
の

砂
場
を
測
っ
て
み
た
ら
か
な

り
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
出

た
。
東
京
も
被
曝
地
。
私
の

家
族
た
ち
の
健
康
を
心
配
し

な
が
ら
、
岩
手
か
ら
東
京
都

知
事
選
挙
を
息
を
詰
め
て
見

つ
め
て
い
た
。
◆
都
知
事
選

に
つ
い
て
、
読
者
か
ら
次
の

よ
う
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
結
局
反
原
発
候
補
の
票
が

割
れ
た
。
全
く
違
う
も
の
を

反
原
発
だ
け
で
共
闘
さ
せ
、

候
補
を
絞
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
首
長
選
の
場
合
、
候

補
者
が
過
半
数
の
票
を
取
れ

な
か
っ
た
時
に
決
選
投
票
を

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
法

律
が
欲
し
い
。
死
に
票
を
な

る
べ
く
少
な
く
す
る
こ
と
が

民
主
主
義
に
は
必
要
で
あ
り
、

決
選
投
票
を
や
る
国
は
結
構

あ
る
」
、
と
い
う
も
の
だ
。
有

効
な
方
法
と
し
て
一
考
に
値

す
る
。
◆
原
発
事
故
は
戦
争

で
は
な
い
け
れ
ど
、
一
度
事

故
が
起
こ
れ
ば
戦
災
の
よ
う

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
。

都
知
事
選
で
は
こ
れ
ま
で
の

脱
原
発
運
動
の
候
補
に
加
え
、

勝
手
連
的
な
運
動
も
含
め
て

三
人
の
元
総
理
大
臣
が
、
そ

れ
ま
で
の
原
発
推
進
を
自
己

批
判
し
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
主

張
し
た
。
国
家
の
情
報
の
全

て
を
知
り
う
る
総
理
大
臣
の

経
験
者
が
そ
の
危
険
性
に
つ

い
て
痛
切
に
思
い
至
っ
た
と

い
う
こ
と
は
重
大
だ
。
（
尚
）

第
四
二
回
日
本
有
機
農
業
研
究
会
全
国
大
会

が
二
月
二
三
、
二
四
日
岩
手
県
雫
石
町
で
開
催

さ
れ
全
国
か
ら
約
三
〇
〇
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
第
六
分
科
会
『
脱
原
発
を
地
域
住
民
運
動

か
ら
考
え
る
』
で
は
、
岩
手
と
茨
城
か
ら
報
告

が
あ
り
、
約
七
〇
人
の
出
席
者
が
放
射
能
被
害

と
農
業
に
つ
い
て
討
論
し
ま
し
た
。

分科会会場で、

両日にわたって、

岩手の会『天恵の

海』をＡ２版にプ

リントアウトした

パネルが２４枚展

示されました。参

加者の多くが興味

深く閲覧し考えあ

いました。


